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によって起る｡重要なことは力学方塩式 (1)(又は (3))が与えられたとき遷移確率 (2)
を計算する方法を知ることである｡これは乱流統計力学を作ることに他ならない｡












O-bll )を越えた所で乱流解と安定周期解 との間の交互の転移,rcl< Tc2<
㌔ 3,が存在するo よっていわゆる Lorenzアトラクタはベクトル場の変形に対しかなら
ずLも安定でないo rclとTC3での分岐は共通して次のようなものであるo rcの上から
ち に近づ くと周期解が不安定化 して2倍の周期の周期解が生 じる "Brunovskyの















w l- (11CIwIJ2)wl+D(W2-2Wl)- EWIW2,
●
W2-(llClw2J2)W2+ I)(Wl-2Wl)
である｡A-0.0で軌道がT2 トー ラス上の2重周期解に漸近するようパラメタC, D
をセットできる｡このときEを正で大きくして行 くと解の性質は次の4つの領域にした
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